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平
成
十
八
年
第
一
回
定
例
会
は
、
二
月
二
十
七
日

か
ら
三
月
二
十
三
日
ま
で
二
十
五
日
間
の
会
期
で
開

か
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
定
例
会
に
は
、
知
事
か
ら
は
、
平
成
十
八
年

度
一
般
会
計
予
算
や
茨
城
県
副
知
事
条
例
な
ど
、
ま

た
、
議
員
か
ら
は
、
茨
城
県
議
会
委
員
会
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
な
ど
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。 

　
代
表
質
問
で
は
、
第
四
次
行
財
政
改
革
大
綱
の
策

定
方
針
、
農
協
の
営
農
指
導
体
制
の
強
化
、
二
〇
〇

七
年
問
題
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
、
ま
た
、
一

般
質
問
で
は
、
真
壁
地
域
で
の
歴
史
館
の
整
備
、
Ｔ

Ｘ
沿
線
の
ま
ち
づ
く
り
、
県
北
地
域
活
性
化
に
向
け

た
具
体
的
な
指
針
づ
く
り
、
が
ん
治
療
情
報
の
開
示
、

戦
略
的
な
県
政
情
報
の
発
信
、
県
立
高
等
学
校
の
跡

地
利
用
、
小
規
模
作
業
所
に
対
す
る
支
援
、
県
税
の

コ
ン
ビ
ニ
納
付
、
県
北
地
域
の
振
興
な
ど
に
つ
い
て

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
（
二
〜
五
面
に
掲
載
） 

　
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
議
案
及
び
地
方
自
治
法

改
正
後
の
副
知
事
規
定
へ
の
対
応
、
商
店
街
活
性
化

や
観
光
振
興
、
日
立
医
療
圏
の
診
療
機
能
、
農
業
改

革
の
取
り
組
み
、
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
の
必
要
数
、

不
審
者
情
報
の
メ
ー
ル
配
信
な
ど
に
つ
い
て
議
論
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
（
六
・
七
面
に
掲
載
） 

　
予
算
決
算
特
別
委
員
会
で
は
、
付
託
案
件
及
び
国

道
二
四
五
号
湊
大
橋
の
架
け
替
え
工
事
の
進
捗
、
税

に
関
す
る
県
民
意
見
の
聴
取
、
少
子
化
対
策
な
ど
に

つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
八
・
九
面
に
掲
載
） 

　
県
出
資
団
体
等
調
査
特
別
委
員
会
で
は
、
第
二
次

中
間
報
告
の
取
り
ま
と
め
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
百
里

飛
行
場
利
活
用
調
査
特
別
委
員
会
で
は
、
調
査
結
果

報
告
の
骨
子
案
の
検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
（
八
・

九
面
に
掲
載
） 

　
今
回
の
定
例
会
で
は
、
予
算
、
条
例
、
人
事
、
請

願
な
ど
百
十
の
議
案
が
可
決
、
同
意
、
承
認
、
採
択

さ
れ
ま
し
た
。 
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議
員
（
自
民
）
　
新
し
い
県
総

合
計
画
は
、
日
本
を
リ
ー
ド
す

る
本
県
の
発
展
方
向
を
示
し
、

県
民
に
夢
と
希
望
を
与
え
る
計

画
と
な
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

計
画
の
目
標
及
び
推
進
方
策
は

ど
う
か
。 

知
事
　「
活
力
あ
る
い
ば
ら
き
」
、

「
住
み
よ
い
い
ば
ら
き
」
、「
人

が
輝
く
い
ば
ら
き
」
を
実
現
す

る
と
い
う
三
つ
の
目
標
を
掲
げ
、

本
県
の
可
能
性
を
最
大
限
に
引

き
出
す
こ
と
や
県
民
が
主
役
と

な
っ
て
こ
れ
か
ら
の
茨
城
を
共

に
創
っ
て
い
く
こ
と
を
県
づ
く

り
の
基
本
姿
勢
と
し
て
、
目
標

実
現
の
た
め
、
施
策
の
重
点
化

を
図
っ
て
い
く
。 

議
員
　
新
計
画
に
基
づ
く
事
業

を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、

そ
の
基
盤
と
な
る
強
固
な
行
財

政
基
盤
の
確
保
が
不
可
欠
と
考

え
る
が
、
第
四
次
の
行
財
政
改

革
大
綱
の
策
定
方
針
及
び
今
後

の
改
革
の
推
進
方
針
は
ど
う
か
。 

知
事
　
私
を
は
じ
め
職
員
一
人

ひ
と
り
が
強
い
危
機
感
を
も
っ

て
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
て

徹
底
し
た
改
革
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
と
し
、
五
年
間
で
一

般
行
政
部
門
の
職
員
数
を
10
％

削
減
す
る
な
ど
、
財
政
の
健
全

化
を
図
る
と
と
も
に
、
出
資
団

体
等
の
改
革
に
つ
い
て
も
不
退

転
の
覚
悟
で
取
り
組
ん
で
い
く
。 

議
員
　
Ｔ
Ｘ
開
通
に
伴
い
筑
波

山
へ
の
観
光
客
が
大
幅
に
増
え

て
い
る
が
、
一
過
性
の
も
の
と

な
ら
な
い
よ
う
、
筑
波
山
人
気

の
定
着
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。 

知
事
　
今
後
と
も
、
直
行
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
の
運
行
や
パ
ー
ク
・

ア
ン
ド
・
バ
ス
ラ
イ
ド
を
実
施

し
て
い
く
。
ま
た
、
周
辺
観
光

資
源
を
活
か
し
た
周
遊
バ
ス
の

運
行
な
ど
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
な
お
一
層
の
交
通
対
策
や

つ
つ
じ
ヶ
丘
や
山
頂
の
ト
イ
レ

の
改
修
、
倒
木
の
処
理
な
ど
に

つ
い
て
対
策
を
講
じ
て
い
く
。 

議
員
　
本
県
の
医
師
不
足
は
深

刻
な
状
況
で
あ
り
、
特
に
産
婦

人
科
や
小
児
科
に
つ
い
て
は
、

県
内
の
公
立
病
院
で
も
医
師
確

保
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
が
、

今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
。 

知
事
　
平
成
十
七
年
度
か
ら
確

保
対
策
事
業
を
開
始
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後
、
医

師
確
保
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
の

設
置
、
県
外
の
医
学
部
へ
進
学

し
た
者
に
対
す
る
奨
学
資
金
の

貸
与
制
度
の
創
設
な
ど
、
適
切

か
つ
効
果
的
な
対
策
を
総
合
的

に
講
じ
て
い
く
。 

議
員
　
県
立
高
等
学
校
再
編
整

備
に
よ
り
廃
校
と
な
る
学
校
は
、

い
ず
れ
も
各
地
域
の
多
大
な
協

力
を
得
て
用
地
の
確
保
や
学
校

運
営
を
行
っ
て
き
た
も
の
で
あ

り
、
今
後
の
跡
地
の
利
用
・
処

分
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の

経
緯
を
十
分
に
踏
ま
え
て
進
め

る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

教
育
長
　
跡
地
利
用
計
画
の
策

定
に
あ
た
っ
て
は
、
「
普
通
財

産
の
管
理
、
処
分
等
方
針
」
の

原
則
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
、
地

元
市
町
村
の
意
向
も
尊
重
し
て

有
効
な
活
用
、
処
分
を
検
討
し

て
い
く
。 

議
員
　
刑
法
犯
認
知
件
数
は
三

年
連
続
で
減
少
し
て
い
る
も
の

の
、
自
動
車
盗
は
増
加
し
て
お

り
、
特
に
建
設
重
機
や
農
機
具

の
窃
盗
に
つ
い
て
は
、
建
設
業

や
農
業
関
係
者
か
ら
悲
痛
な
叫

び
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
ど

う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。 

警
察
本
部
長
　
関
係
機
関
・
団

体
と
連
携
し
た
盗
難
防
止
対
策

に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
被
害
発
生
実
態

の
分
析
に
基
づ
く
警

戒
・
警
ら
活
動
の
強

化
や
関
係
都
道
府
県

警
察
と
の
連
携
強
化

な
ど
に
よ
る
検
挙
率

の
向
上
に
向
け
て
、

よ
り
一
層
強
力
に
取

り
組
ん
で
い
く
。 

（
ほ
か
に
、
市
町
村

合
併
の
推
進
、
県
立

病
院
改
革
、
少
子
化

対
策
な
ど
も
質
問
） 

第
二
次
中
間
報
告
書
を
取
り
ま
と
め
る�


